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広
野
町
の
農
業
は
、
東
日
本
大
震

災
に
伴
う
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
以
来
、
農
産
物
の
出
荷
制
限

な
ど
の
大
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
力
の
コ
メ
に
つ
い
て
は
、
平
成

24
年
に
試
験
栽
培
し
た
コ
メ
が
放
射

性
物
質
の
検
査
で
検
出
限
界
未
満
と

な
り
、
平
成
25
年
は
３
年
ぶ
り
に
コ

メ
の
生
産
、
出
荷
を
再
開
し
、
全
量
・

全
袋
検
査
で
食
の
安
全
を
確
保
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
風
評
被

害
の
影
響
は
依
然
と
し
て
続
い
て
い

て
、
全
国
的
な
米
価
の
下
落
傾
向
と

相
ま
っ
て
、
コ
メ
づ
く
り
農
家
へ
の

支
援
は
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
対
す
る
有
効
な
打
開
策
と

し
て
は
、
付
加
価
値
の
高
い
コ
メ
づ

く
り
が
考
え
ら
れ
ま
す
。広
野
町
は
、

今
年
の
作
付
け
に
お
い
て
、
安
全
で

付
加
価
値
の
高
い
コ
シ
ヒ
カ
リ
「
特

別
栽
培
米
」
の
作
付
け
を
コ
メ
農
家

に
奨
励
し
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

（
ふ
る
さ
と
納
税
）
の
贈
り
物
と
し

て
買
い
入
れ
る
こ
と
で
、
賛
同
す
る

生
産
者
を
支
援
し
ま
す
。
そ
し
て
、

特
別
栽
培
米
を
町
の
特
産
品
と
し
て

扱
う
こ
と
で
、
農
業
復
興
の
象
徴
と

し
、
ひ
い
て
は
町
の
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
向
上
を
も
狙
っ
て
い
ま
す
。

風評被害には負けない

特別栽培米で
地域おこし

特別栽培米の作付け

特
別
栽
培
米
と
は
？

　

特
別
栽
培
米
と
は
、
農
林
水
産
省

の
「
特
別
栽
培
農
産
物
に
係
る
表
示

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
て
栽
培
さ

れ
た
コ
メ
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
一
般
的
な
栽
培
方
法
か

ら
化
学
合
成
農
薬
の
使
用
回
数
お
よ

び
化
学
肥
料
の
窒
素
成
分
量
が
50

パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
作
ら
れ
た
コ
メ

の
こ
と
で
す
。

米
作
り
農
家
応
援
事
業

　

広
野
町
は
、平
成
27
年
度
か
ら「
米

作
り
農
家
応
援
事
業
」
と
し
て
ふ
る

さ
と
応
援
寄
附
金
３
万
円
以
上
の
寄

附
者
に
、
特
別
栽
培
米
１
俵
（
60
キ

ロ
グ
ラ
ム
）
な
ど
を
お
届
け
し
ま
す

（
受
け
付
け
は
７
月
31
日
ま
で
）。
詳

し
く
は
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://www.town.hirono.fukushima.

jp/sangyo/furusatonozei_30000yen_

nosanbutsu.html

全
量
・
全
袋
検
査

　

福
島
県
が
実
施
し
て
い
る
緊

急
時
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
の
実
施
に
加
え
、
広
野

の
恵
み
安
全
対
策
協
議
会
が
主

体
と
な
っ
た
コ
メ
の
全
量
・
全

袋
検
査
な
ど
放
射
性
物
質
の
綿

密
な
検
査
を
実
施
し
、
そ
の
検

査
結
果
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

消
費
者
や
流
通
業
者
の
信
頼
、

そ
し
て
農
産
物
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

全
量
・
全
袋
検
査
に
関
す
る

詳
し
い
情
報
は
、
次
の
「
ふ
く

し
ま
の
恵
み
安
全
対
策
協
議

会
」
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

https://fukumegu.org/ok/

contents/

全量・全袋検査の様子

　　　今年から特別栽培米の作付けを開始した生産者に

　　インタビューをしました。

渡
わたなべ

邉　善
よしみつ

光さん（大字上北迫）

　私のうちでは、今年15ヘクタールの

コメ作付けを予定していますが、その

うち３ヘクタールで特別栽培米を耕作

します。

　父から特別栽培米に取り組むことを

伝えられたときは、内心「大変なこと

になったぞ」と思いました。特別栽培

米は、慣行栽培米（通常のコシヒカリ）と比較して、除草剤の

使用回数や化学肥料の使用が制限されて手間もリスクもかかる

うえ、耕作途中の検査にも対応しなくてはいけませんから。

　当初、特別栽培米を作付けする予定はありませんでしたので、

無消毒の種もみは調達できませんでした。はなから特別栽培米

を作付けするつもりなら、温
おん

湯
とう

消毒した種もみを使えば、万が

一害虫が出たときなどに、１回多く消毒することができるので

す。肥料には鶏ふんを使うのですが、化学肥料よりも作業工程

が増えます。

　それでも、付加価値の高い特別栽培米を生産、出荷すること

で、われわれ広野町のコメ農家が足腰の強い生産者になり、ひ

いては町のイメージアップにも貢献できると考え、思い切って

作付けに踏み切りました。町も、ふるさと納税の贈り物に採用

するなど、力を入れて支援してくれています。

　豊作に期待し、秋には全国の皆さんに特別栽培米がお届けで

きるよう、心を込めて今年のコメ作りに励みます。

生産者の声

　特別栽培米生産者の１人・新
にいつま

妻

良
りょう

平
へい

さんは、今年の１月、岐阜市

の生涯学習拠点施設で消費者に対し

て「生産者の想い～原発30キロ圏内

で米づくり～」という演題で講演を

行いました。これは、福島県が消費

者風評対策として行っている『ふく

しまから　はじめよう。「ふくしま

の今を語る人」』県外派遣事業の一

環として開催したものです。岐阜市

は平成24年度から広野町に職員を派

遣していて、町と交流があります。

特別栽培米の生産者が県外で講演

県外の消費者に講演をする新妻さん


